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概要 

学校全体での ICT 環境の統一導入による AL 実施環境の改善を進めてきた。その一環と

して、2 つのクラス以上の学生数に対して講義を実施する合同授業スタイルを推進してい

る。それには、40 人以上の学生を収容可能な中型教室、大型教室が必要なるが、建物の構

造上これらの教室を複数準備することは困難である。そこで、ネットワーク、カメラ環境

等の ICT を活用した仮想大教室システムによるシームレスな大型教室環境を実現した。 

昨年度、本システムを低学年（1，2 年生）の教室に導入を完了した。本稿では、そのシ

ステムの概要とその活用事例について報告をする。 

 

1  はじめに 

学校全体での ICT 環境の統一導入による AL 実

施環境の改善を進めてきた。コース制導入に伴い、

同一科目の分散開講による教員の拘束時間の増加

に伴う負荷を軽減するには、同時開講（合同授業）

が薦められている。同じ内容の授業を複数の教室

にて繰り返し行うのではなく、2 つ以上の開講ク

ラスを 1 度で実施する方法である。これには、2

つのクラス以上の学生数（通常 40 人 1 クラスであ

るので 80 名以上）を収容する教室が必要となる。 

そこで、40 人以上の学生を収容することが可

能な中型教室、大型教室が必要なるが、建物の構

造上これらの教室を複数準備することは、簡単で

はない。そこで、ICT を活用した仮想大教室シス

テムを導入し、ネットワーク、カメラ環境による

シームレスな教室環境を実現した。一般の一斉配

信教室とは異なり、教員が授業時間中に各教室を

移動しながら授業をすることで仮想的に 1 つの中

型・大型教室と同様に運用を可能とするシステム

である。 

昨年度、本システムを低学年（1，2 年生）の教

室に導入を完了した。本稿では、そのシステムの

概要とその活用事例について報告をする。  

2  ICT環境の整備 

2.1大型教室の ICT環境整備 

一般教室とは異なる中型・大型教室では、講義

中の教員の声による情報の伝達、視覚による資料

の情報伝達などを効率的に行うために、放送設備

や PC や書画カメラ等による映像配信システムが

導入されている。一般には、大型スクリーンによ

る投影や映像の分配によるサブモニタによる映像

の投影が行われる。 

本校ではさらに、アクティブラーニング（以降

AL）でのグループワークを実施しやすいように、

写真 1 に示すようにレイアウトを行いやすいよう

キャスター付きで軽量な什器への更新を進めてい

る。また、今後の遠隔授業の実施を考慮し、TV 会

議システムのインストールを行っている。 

 

写真１ 大型教室の環境整備 



2.2 中型教室の ICT環境整備 

実験室と活用してきて、大型でしっかりとした

中型教室にて、AL を実施しやすいよう什器の更新、

ICT 環境の整備を進めた。 

導入は大きく 2 つのパターンで行われた。写真

2，3 に示すように、プロジェクタ、大型モニタ、

移動可能な什器の導入による環境整備である。数

部屋のみへの特別な環境整備では、今後の中型教

室整備の充実に負担がかかるために、学生や技術

職員との協力による教室環境の整備を進めた。写

真 4 に示すように、壁全体にホワイトボードシー

トを張ったり、プロジェクタの設置を技術職員と

の協力による設置を行った[1-3]。 

 

写真 2 中型教室の環境整備１ 

 

写真 3 中型教室の環境整備２ 

 

写真 4 中型教室の環境整備 3 

3 仮想大教室システムの導入 

3.1 システムの概要 

前述のような教室の整備に対して、予算が必要

であることは言うまでもないが、建物の構造上こ

れから、中型・大型教室クラスの容積を有した教

室の整備は困難な状態である。 

そこで、ハード的に実現が不可能な中型・大型

教室をネットワーク、PC などの組み合わせによる

ICT 環境を活用して、個々の教室を１つの中型・

大型教室として利用可能な仮想大教室システムを

導入した。図 1 に構成図を示す。 

 

図１ 仮想大教室システム構成図 

 

システムは 1 つの建物内の同一フロアの 6 つの

教室で構成している。仮想大教室システムは、映

像制御と音声制御の 2 つのシステムで構成されて

いる。映像部分は、教室で投影する映像（PC 画面、

書画カメラなど）の配信、教室全体を撮影してい

る Web カメラの画像を制御している。音声部分は、

設定した教室間での音声の双方向通信を可能とし

ている。各教室には、教室内の入力ソースの切替

え装置、音響設備の制御装置がある。 

これとは別に、Web ベースの映像の配信制御管

理用ノート PC を準備し、Web 画面上にて映像の

配信先（仮想大教室を構成する教室の選択）を行

う。図２に仮想大教室の制御画面を示す。映像の

配信元となる教室にて、どこの教室に配信するか

を選択する。映像はマトリクススイッチにて配信

先を変更可能である。 

 

図２ 仮想大教室システム GUI 



音響制御は別系統で行うため、写真 5 に示すパ

ネルにてあらかじめプログラムされている配信教

室の組み合わせをテーブルから選択する。 

 

写真 5 音響制御パネル 

 

映像は、配信元からの一方向配信となるが、音

声は双方向接続となる。 

3.2 仮想大教室システムの活用について 

導入したシステムは、他でも導入されている合

同授業システムとしても利用可能である。教員が

配信元となる教室から一斉放送を行い、他教室で

は受信のみとする放送授業形態である。 

本来であれば、1 つの教室にて空間を共有化し、

教員とのやり取りを同じ空間で行うことにより、

疎外感をなくし、教室が一体となって授業を進め

ることができることが、中型・大型教室の利点で

ある。しかしながら、構造上そうした空間の確保

が難しいことから、ICT を活用した仮想大教室シ

ステムを導入した。このシステムを活用するには、

講義を行う教員側にも、これまでの授業法と異な

る意識の転換が必要となる。1．他教室への資料提

示を意識する（レーザーポインタではなく、エア

マウスを持ちる。タブレット PC などを用いて画

面に直接入力をする）、2．説明はゆっくりとはっ

きりと（受信している教室では、教員の姿が見え

ないために音声のみでは理科力が低下するため）。

3．教員は 1 つの教室にとどまらず、講義時間中に

配信先の教室に移動して、講義を行う（学生との

空間を共有するために、教員が移動する） 

 上記のように、これまでの一斉放送のシステム

の利用以外に、仮想空間での共有感を実空間では、

教員が移動することで空間共有をする必要がある。 

本システムは、音声制御は授業開始時に仮想大教

室内では双方向となっているため、教員が教室を

移動している間でも仮想教室内には配信される。 

映像は、実空間での教室間の移動終了後、配信元

の映像システムに PC を接続し、配信元の変更を

行う図 2 の画面にて配信元を変更する必要がある。 

具体的例としては、同学年 3 クラスを同時開講

として仮想大教室システムを利用する場合、1 コ

マ 90 分の中で、3 クラスを教員が 90 分内に移動

をして講義を行うことがベストである。 

3.3 仮想大教室システムの活用事例 

 コース制導入に伴い、合同授業を実施に関する

方針は共有されているが、まだまだ実際には実現

はされていない。１年のコンピュータリテラシの

一部、2 年の電気回路の一部、プログラミングの

授業と全体科目の数%での実施のみである。 

写真 6 に 2 年のプログラミングでの実施状況を

示す。初年度ということもあり、各クラスにはサ

ポート教員がおり、一斉放送授業形態となってい

る。 

 

 

 

 

 

   (a)IT2 の教室     (b)IS2 の教室 

 

 

 

 

 

    (c)IE2 の教室     (d)各教室の様子 

写真 6 仮想大教室の活用例 

 

配信元の教室の教員はスライド内に PC の画面

の描写により、残りの 2 教室への映像による情報

共有を行っている。また、サポート教員が配信さ

れた教材への追加説明をしている。現状では、サ

ポート教員がいるために、教員が教室間を移動し

て 3 教室を 1 つの大教室として活用しきれていな

い。 

3.4 仮想大教室システムの今後 

 システムを導入し、利用講習会を実施したが

操作方法が 2 系統あるため、まだまだ本来のシ

ステムの稼働状況とは言えない状態である。ま

た、前述したように教員側での利用の概念の切

替えが間に合わず、一斉放送設備としての利用

が中心となっている。 

 今後の活用事例としては、１，２年生での合

同 HR での活用や学年別の試験実施前の説明、



特別講習会などで利用実績を上げることと、そ

の場にて、教員が移動をして各教室で講義をし

て、学生に別空間からの放送授業ではなく、仮

想的に接続された教室にて、同じ空間で授業を

受けているように感じられる授業の実施を行う

必要がある。 

４ 仮想大教室システムの導入 

本稿では、建物の構造上実施することが難しい

中型・大型教室を ICT 機器を活用することで仮想

的な大教室システムとして活用可能なシステムの

導入により、授業の運営までに関して述べた。 

システムの導入により、利便性は向上している

が活用方法に関して、学校内での FD などによる

活用の具体的な提案をする必要が分かった。これ

までの一斉放送システムとの違いを出しての使用

をイメージすることが難しいためと考えられる。 

今後は、カリキュラム改編と授業実施方法につい

て再度検討を行い、本システムの稼働率を上げて、

改良点を明確化し、学校全体への普及を推進する

予定である。 
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